
令和2年度第2回千葉県環境審議会企画政策部会議事概要（千葉県環境学習等行動計画（案）に関する各委員からの意見及び対応）

委員氏名 役職名 承認の可否 意見 対応

伊藤　とし子 千葉県議会議員 ○

【資料1-1 計画案P3コラム】
①「動物と人及び環境の分野が協力して取り組む「ワンヘルス」という考え
方」という表現が分かりづらいので、次のような表現にしてはどうか。
　
　「ヒト、生物、そして自然環境の健全性を一つのものとして維持しようとい
う「ワンヘルス」という考え方」または、
　「ヒトの健康を守るため動物や環境にも目を配って取り組もうという「ワン
ヘルス」という考え方」

【資料1-3パブリックコメントの結果とその対応について】
②N0.10（参加できる体験の場を見やすい形にまとめてほしい）、14（協働取
組は今後最も真剣に考えなければならない）の意見は、本計画を実行するに当
たって具体的に検討していただきたい。

③No.12（モデル事業が終了すると取組が途絶えてしまうことが多い）の意見
について、問題提起をどう受け止め、施策に生かしていくかが問われていると
思うが、今後どのように検討していくのか。

①御意見を踏まえ、「人と動物、そして環境の健全性を一つのものとして捉
え、分野横断的に連携して取り組む「ワンヘルス」という考え方」に修正しま
す。

②パブリックコメントの意見も踏まえ、具体的な施策を検討していきます。

③施策の実施に当たっては、自立・継続的な活動へとつなげていけるような支
援の在り方を検討していきます。

池邊　このみ 千葉大学大学院園芸学研究科教授 ○
　計画が計画だけで終わらないよう、実際の現場での実践について、実務者へ
の理解を促進する機会があるとよい。

幅広く計画の周知に努めるとともに、環境学習等に取り組む多様な主体との意
見交換を行いながら、計画を推進していきます。

上野　佳奈子 明治大学理工学部専任教授 ○
【資料1-3 パブリックコメントの結果とその対応について】
　修正・県の考え方は適当である。今後の施策の参考とすると書かれた点は、
是非お願いしたい。

パブリックコメントの意見も踏まえ、具体的な施策を検討していきます。

亀山　康子 国立環境研究所社会環境システム研究センターセンター長 ○ 　前回部会で指摘があった点も修正されており、これで良いと思う。 -

近藤　昭彦 千葉大学環境リモートセンシング研究センター教授 ○
【資料1-1 計画案P6 持続可能な開発のための2030アジェンダ】
　「「我々の世界を変革する」というアジェンダの副題」とあるが、社会の変
革こそが主題であり、SDGsの方が実は副題である。

御意見を踏まえ、「「我々の世界を変革する」というアジェンダの主題」に修
正します。

佐々木　淳 東京大学大学院新領域創成科学研究科教授 ○

【資料1-1 計画案P20コラム】
①「「ブルーカーボン」とは、海藻などの…」とあるが、「「ブルーカーボ
ン」とは、海草・海藻などの…」とするのがよいと思う。
　（図に描かれているのは海草（おそらくアマモ）であることと、海草が先行
して検討されてきた経緯があるため。また、富津干潟には広大なアマモ場があ
る。）

②中段「食糧供給」は「食料供給」のほうがよいかもしれない。（食糧は米等
の主食を意味する場合が普通で、魚には使わないようである。）

【その他】
③引用されている画像の解像度が低く、文字が見にくいので、入手可能であれ
ば解像度の高いものに差し替えるのがよいと思う。（例えばP7のSDGs、P8の
ESD概念図）

④「等」と「など」、「さらに」と「更に」の使い分けがやや気になったが、
「更に」は堅い感じがするので、「さらに」に統一されるほうが良いのではな
いか。

①、②御意見のとおり修正します。

③可能な範囲で対応させていただきます。

④県の公用文作成の基準に沿って対応させていただきます。

羽山　伸一 日本獣医生命科学大学獣医学部教授 ○
【資料1-1 計画案P3コラム】
　「ワンヘルス」についての記載の中で、「人獣共通感染症」とあるが、ワン
ヘルス・アプローチでは「人と動物の共通感染症」の方が適当である。

御意見のとおり修正します。

桑波田　和子 環境パートナーシップちば代表理事 ○ - -

外山　洋子 市原商工会議所専務理事 ○ - -

山下　雅弘 （一社）千葉県環境保全協議会副会長 ○ - -


